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ウクライナで産したハ、 

リオドールの結晶。 

ろっかくち．うじょう 

結晶は六角柱状で、ガラ 

スのような光沢を持ち、 

ハンマーなどでたたくと 

貝殻状の断口を示す。 

通常は蛍光を示さない鉱物 

だが、放射性物質を含んで 

いる場合は、紫外線で蛍光 

を示すことがある。 
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ヘリオドール 

含まれる第二鉄の影響で黄緑 

色や茶色を帯びるが、美しい 

黄色の結晶はまれにしか産出 

しない。 

「ヘリオドール」とは、 

ギリシャ語で「太陽の贈 

りもの」という意味。 

線程若グループのなかまで、 

緑柱石はエメラルド（緑 

色）やアクアマリン（青緑 

色）など、色によって名称 

が区別されている。 
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黄色の緑柱石 

色によって名称が異なる緑柱石グループのなかで、黄色み 

のあるものが「ヘリオドール」と呼ばれる。結晶中に含まれ 

る第二鉄のわずかな差により、黄色、黄緑色、茶色など輪法 

い色調であらわれるが、美しい黄色の結晶が産出することは 

珍しい。そのため、襲飾晶として、輝きが強くなるよう人工 

的に加熱処理が施されたり、人工着色したガラスと合成スピ 

ネル（美富若）を黄色い援箸罰で貼り合わせたイミテーショ 

ンがつくられることが多い。 

主にペグマタイト鉱尿中に生成するヘリオドールは、同じ 

緑柱石グループのアクアマリンとともに発見されるほか、浸 

資作用によって川に流されて別の場所の確積物から見つかる 

こともあり、ブラジルのミナス・ジェライスやロシアのウラ 

ル地方などが産地として有名だ。 
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▲黄緑色がかったヘリオドールの結晶。イタリア産。 ト卵形にカッティン 

グが施されたヘリ 

オドール。マダ 

ガスカル産。 

高価な宝石 

「ヘリオドール」は、ギリシャ語の「hellos （太陽）」と 

[doron（贈りもの）」から名付けられ、古代ローマの博物 

学者ガイウス・プリニウス・セクンドウス（23-79年）が 

執筆した『博物誌』のなかにも登場している。高価な黄色い 

宝石として知られていたヘリオドールであったが、当時は、 

色合いの似ている金緑石と混同されることも多かったようだ。 

コネチカツト州な 

どで産出する。 

ミナス‘ジェライ 

スが有名な産地。 

トブラジルで産出したヘリオ 
ち．うじょりにり 一上二 

ドールの柱状結晶。この 
なら 

ように平行な結晶が並んだ 
へ’’ニりれ八，ょっ 

ものを「平行連晶」という。 
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